


平成28年度

永平寺町当初予算

　永平寺町の平成28年度予算額は、
147億4,673万円（前年度比 －3.6％）
で、そのうち一般会計予算額は91億
5,099万円（前年度比 －5.8％）です。
　会計別の予算額は以下のとおりとな
ります。

各会計当初予算額
一 般 会 計

特 別 会 計

公 営 企 業 会 計

91億5,099万円
（前年度比　－5.8％）

49億6,733万円
（前年度比　－0.02％）

6億2,841万円
（前年度比　＋3.9％）

　福祉・医療、教育、道路整
備などの基礎的な行政サービ
スを行っていくための会計で
す。行政の主な事業はこの予
算によって賄われています。

　特定の事業を特定の収入で賄う会計のこと
で、収支を明確にするために、一般会計から独
立したものとなっています。永平寺町には5つ
の特別会計があります。

　民間企業と同様に、事業による収益によって
運営している会計です。永平寺町では上水道事
業がこれにあたります。

会計名称 予算額 対前年度比
国民健康保険事業特別会計 20億4,101万円 －2.0%
後期高齢者医療特別会計 2億115万円 0.6%
介護保険特別会計 18億223万円 1.0%
下水道事業特別会計 7億603万円 2.7%
農業集落排水事業特別会計 2億1,691万円 1.2%

合　　　計 49億6,733万円 －0.02%

会計名称 予算額 対前年度比
上水道事業会計 6億2,841万円 3.9%

　平成28年度一般会計当初予算の総額は、歳入出ともに91億5,099万円で、前年度当初予算との比較は5億
6,710万円の減となりました。今年度は、「人口の減らないまち、住みたくなるまち」の実現を目指して新たに
策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の4つの柱「安心してこどもを産み、育てられるまちづくり」、「若
者から年配者まで働けるまちづくり」、「地域の魅力で人々が集まるまちづくり」、「誰もが住みやすいまちづくり」
の実現に向けて施策および事業を実施し、限られた財源の中で今必要なサービスの充実と将来の活力あるまち
づくりを目指します。

一般会計
歳入

915,099万円

一般会計
歳出（性質別）
915,099万円

町税
193,121万円
（21.1％）

人件費
203,864万円
（22.3％）

扶助費
95,993万円
（10.5％）

義務的経費
369,341万円
（40.4％）

公債費
69,484万円
（7.6％）

普通建設事業費
129,066万円
（14.1％）

投資的経費
129,066万円
（14.1％）

その他の経費
416,692万円
（45.5％）

補助費等
136,870万円
（14.9％）

物件費
137,503万円
（15.0％）

繰出金
124,204万円
（13.5％）

諸収入（1.8％）
16,829万円

維持補修費
10,097万円（1.1％）

維持補修費
10,097万円（1.1％）

貸付金
7,150万円（0.8％）

貸付金
7,150万円（0.8％）

積立金
568万円（0.1％）
積立金
568万円（0.1％）
予備費
300万円（0.1％）
予備費
300万円（0.1％）

地方消費税交付金
37,500万円（4.1％）
地方消費税交付金
37,500万円（4.1％）

その他依存財源
13,435万円（1.5％）
その他依存財源
13,435万円（1.5％）

繰入金（1.8％）
16,395万円
分担金及び
負担金
11,251万円
（1.2％）

その他自主財源
12,902万円
（1.4％）

地方交付税
366,000万円
（40.0％）

依存財源
664,601万円
（72.7％）

自主財源
250,498万円
（27.3％）

町債
107,900万円
（11.8％）

県支出金
71,943万円
（7.9％）

国庫支出金
67,823万円
（7.4％）

「活気があるまち、   住みたくなるまち」の実現

※�特集号内の予算額は全て万円単位で表示しており、実際の予算
額と異なる場合がございます。あらかじめご了承ください。

歳入状況に
ついて

歳出状況に
ついて

　法人関連での業績好転や設備投資費増加傾向から自主財源の大半を占める町
税を増額としました。
　依存財源においては、歳入の約40％を占める地方交付税を前年度並み、国県
支出金を微減、町債についても大型建設事業の完了により減額としつつ、消費
動向の伸びを見込み、地方消費税交付金を増額としました。

　これまでの着実な財政運営により町債償還額である公債費が縮減され、急激
な削減が難しいとされる義務的経費全体でも前年度に引き続き減額としました。
　また、将来的な資産形成に当たる投資的経費においては、新消防庁舎建設事
業など大型の建設事業の完了に伴い減額しました。一方で、旧永平寺地区・旧
上志比地区における防災行政無線整備事業など、安全安心な町づくりを形成す
るための費用を盛り込みました。

「明るい未来を見据えて」
住みよい町づくりのための財政運営

財政課

　事務事業を見直し、創意工夫により経費の節減に努めていきます。一
方で、誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指して様々な施策を推進
していきます。

�61 ｰ 3933お問合せ先
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　平成28年度当初予算と同様に平成27年度3月補正予算においても、「ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づいた地方創生加速化交付金事業に
取り組み、仕事の創生、地方への人の流れ、働き方改革、住みよいまちづ
くり実現に向けた施策を展開します。この予算は次年度へ繰越し、平成28
年度分と一体的に執行します。

　国の人口減少・少子高齢化問題対策などの動きを踏まえ、問題とされている社会構造の
変化に正面から向き合い、「住みたくなるまち」の実現を目指す計画です。

　町が定めた「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の取組みを財政的に支援する（加速化
させる）ために、国が交付する交付金です。

　平成27年度3月補正予算および平成28年度当初予算において取組む代表的な事業をお示
しします。

①えいへいじ産学官協働プラットフォーム構築事業　4,400万円
　（平成27年度3月補正予算）
　緑の村周辺施設の有効活用と活性化を出発点とした地域内経済循環の構築とまちづく
り会社設立のための準備を行います。プラットフォーム（基盤）の一つとして、町グラ
ウンド等の県外利用者を対象に緑の村周辺の寄付された旧家をセミナーハウス等として
改修し、併せて、設立を予定しているまちづくり会社の拠点とするものです。

②永平寺町住まいる定住応援事業（平成28年度当初予算）　700万円
　定住人口の増加を図るとともに地域の活性化に資するため、若年者の住宅取得に要す
る経費および子育て経費の一部を助成します。

③地域おこし協力隊事業（平成28年度当初予算）　957万円
　首都圏および大都市圏に居住している若者を対象に、一定期間、永平寺町に居住して
もらい新たな視点でまちづくりの様々な活動に協力してもらう事業です。平成27年度か
らの継続事業ですが、隊員を2名増やします。

④越前加賀インバウンド推進事業（平成27年度3月補正予算）　700万円
　越前加賀宗教文化街道協議会を推進機構（仮称）へと発展させ、首都圏の観光客のほか、
海外からの観光客（インバウンド）の誘致に力点を置いた観光誘客を行います。外国人
観光客をターゲットとした観光商品開発や事業者間の広域連携を強化するセミナー等を
実施する推進機構への負担金です。（あわら市、坂井市、勝山市、加賀市合同事業）

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは？

「地方創生加速化交付金」とは？

具体的にはどのような事業があるの？

議会運営の円滑化
　会議はどなたでも傍聴することができま
す。本庁西側の階段を上がって、３階議場傍
聴席にお越しください。
※�車いすを利用されている方やお体の不自由
な方は、エレベーターとスロープがご利用
できます。議会事務局までご連絡ください。

　災害発生時における避難誘導や減災
に向けて、広域を対象とした情報伝達
を迅速に行うため、永平寺地区の28箇
所、上志比地区の20箇所に防災行政無
線の再送信子局・屋外拡声子局を整備
するものです。

　新消防庁舎竣工に伴い、旧消防庁舎の有効利用を図るため消防庁舎を改修し、1階
部分に会計課と税務課、2階部分に建設課、農林課および商工観光課を配置するもの
です。また、役場本庁１階の配置に余裕を持たせることにより、町民の憩いのスペー
スを確保します。

　地元の活性化、また、永平寺町への「ふるさと納税」のリピーターを増やすため、
厳選した返礼品を贈る事業です。返礼品には、地元業者による特産品を用意することで、
地元商品の販路拡大に向けた取組みも併せて行います。

旧消防庁舎改修事業　1億3,131万円

防災行政無線整備事業
　　　  2億3,215万円

ふるさと納税事業　368万円

▶�わがまち夢プラン
育成支援事業

　地域住民が自ら望むまちを
自らの手で夢を持って創りあ
げる活動を支援します。
（補助率1/2、上限20万円）

▶�空き家等解体及び
撤去事業補助金

　安全安心の確保と生活環境
の保全を図るため、適正に管
理されていない空き家等を早
急に解体除却していただくた
め補助します。
（補助率1/3、上限50万円）

▶�えちてつ�
サポーターズクラブ�
会員申込み受付中

　「鉄道を次世代へ残してい
こう！」という思いのもと発
足した、地域のみなさまと、
えちぜん鉄道をつなぐファン
クラブです。

総務課

議会事務局

「
町
民
参
加
型
」と「
安
心
・
安
全
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

「
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課
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�61 ｰ 3941お問合せ先

�61 ｰ 3950お問合せ先

05 04予算特集号予算特集号



　旧家を学生、若者の参画できるプラットフォーム活動拠点施設（セミナーハ
ウス等）に改修するほか、大学生を活用した、まちなかデザイン事業の実施や
まちづくり会社設立のための準備をします。

えいへいじ産学官協働プラットフォーム構築事業
4,400万円

▶�地域コミュニティ支援事業補助金
　コミュニテイ会館のリフォーム費用等の一部を補
助します。また、宝くじ助成事業の補助を受け、コミュ
ニティ活動費用の一部を補助します。

▶�住まいる定住応援
　事業補助金
　若年者の住宅取得に要する経費と子
育て経費の一部を補助します。

こ
れ
か
ら
の
永
平
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町
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　平成29年度からの長期的なまちづくりの方向性や将来像の基本構
想計画となる第2次総合振興計画を策定します。

第2次総合振興計画策定事業　1,025万円

　誇るべき地域の素材を活かしながら交流人口の拡大を図り、地域の魅力（歴史、
文化、背景）の発信をするための施設を整備します。
（県補助対象　ハード1/2、ソフト10/10）

ふるさと創造プロジェクト事業　1億7,853万円

皆様から納めていただく
税金等の公金を管理する
金庫番

大切な税金を、公平・正確に！

会計課 税務課

　各種町税と上下水道料金については、夜間・休日
も利用可能なコンビニエンスストアでも納めること
ができます。ぜひご利用ください。
　その他、町内にある住宅・マンション・アパート
などの、上下水道開閉栓申込みの受付も行っていま
すのでお気軽にご利用ください。

▶ 福井県内全市町は、平成28年度から、個人住民税の特別徴収
完全実施に取り組みます。

　納税の公平性確保のため、町税の滞納者に対しては、法に基づ
いた財産の差押さえ等の滞納処分を実施しています。滞納税の納
付がない場合は、差押えた財産（動産や不動産等）の公売を実施
し、その代金を滞納している町税に充当することになります。
　町税の滞納整理の費用として、公売財産の最低制限価格を決定
するための不動産鑑定委託料24万円、福井県地方税滞納整理機
構運営負担金20万円などを予算化しました。

町税徴収・収納事務事業みなさんの　笑顔のために
　永平寺支所横に消防署が完成し、南側の駐車
場も広くなりました。南側の入口も整備が整い、
今まで以上に使いやすくなりました。消防署横
にある開発センター入口も整備されました。
　平成28年4月から永平寺支所の宿日直が廃止
されます。夜間のご利用の方にはご不便をかけ
ますが、役場本庁・上志比支所をご利用くださ
いますようお願いします。

　医療や介護、福祉を連携しサービスを一体的に提供することで、住民が地域生活を継続
していけるようなシステムの構築を図ります。

　住み慣れた町で自立しながら、地域社会へ積極的に参加できるような支援と、障がいの
ある人自身がその能力を十分に発揮できるような環境の充実を図ります。
（負担割合　国1/2、県1/4、町1/4）

　保健事業の充実により健康意識の高揚を図るとともに、検診事業により疾病の早期発見・
治療を図ります。

障がい者支援事業　4億665万円

地域包括ケアシステムの構築　2,686万円

健康づくり推進事業　3,845万円

▶ 年金生活者等支援臨時
福祉給付金（高齢者向）
の受付は、5月9日から
です。対象と思われる
方には、申請書を送り
ます。

▶ 徘 徊 高 齢 者 位 置 確 認
サービス事業（GPS端
末機の貸与）を始めま
す。高齢者等の見守り
と家族等への支援を図
りますのでご相談くだ
さい。

▶ 最高の贅沢である「健
康長寿」を実現し、生
きがいを持って毎日を
過ごせるよう、健康づ
くりや介護予防活動に
積 極 的 に 取 り 組 み ま
しょう。

福祉保健課

永平寺支所

総合政策課

地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

�61 ｰ 3920お問合せ先 �61 ｰ 3942お問合せ先

�61 ｰ 3949お問合せ先

�63 ｰ 3111お問合せ先

�61 ｰ 3944お問合せ先

松岡保健センター　 61 ｰ 0111
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　子育て家庭等に対する遊びや育児不安等についての指導、講師を招いての勉強会、子
育て情報の提供など、育児の応援をします。

　次代の社会を担う子どもたちの健やかな育ちを支援するために、幼児・児童を養育し
ている保護者に月額で児童手当の支給を行います。
（負担割合　国4/6、県1/6、町1/6（※一部を除く））

▶�すみずみ子育てサポート事業
をますます拡充

　短時間保育利用料金の助成をはじめます。
助成は年間80時間以内で１時間あたり350円
です。「託児所くるみ」「ハーツキッズ」が利
用できます。

▶�困ったときの病児保育・
　病後児保育
　小学校３年生までの子どもが、病気で幼児
園や学校に行けず、家庭でも保育できない場
合、町が指定する病院へあずけることができ
ます。（年５回まで無料券を発行）

子育て支援課

　園児にとってよりよい環境のもとで園での生活が送れるよう、幼児園・幼稚園施設の
老朽化対策として、園舎の改修計画を策定し、計画的な施設改修をしていきます。

　子どもたちに健全な遊びを通して、児童の集団および個別指導の実施や、子どもたち
の自主的な活動の支援を行います。

児童館・児童クラブ運営事業　3,535万円

子育て支援センター運営事業　748万円

児童手当事業　3億348万円

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る

“
え
い
へ
い
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施設整備事業　652万円

支所機能の充実と地域振興の推進きめ細やかな住民サービス
「公共施設再編計画（H27/11策定）」
に基づいて、平成28年度に旧上志比小
学校の教室棟、調理室棟を取り壊しま
す。
　また、上志比支所施設整備検討委員
会を設置し、支所建物の新築整備およ
び公民館整備計画等を検討協議して、
計画的に整備を進めていきます。

上志比支所
消防本部

　永平寺門前の観光客が
エリアを周遊する仕組み
を構築するため、町、県、
大本山永平寺の三者が一
体となって整備を行いま
す。今年度、町では参道
の石畳舗装を行います。

　都市地域などに居住する若者を、一定期間移住させ、業務に従事してもらいながら新た
な視点でまちづくりに参画してもらう事業。新たに委嘱する隊員も町観光物産協会に勤務
していただき、同協会の体制強化を図り、観光振興や物産品の販売促進などに尽力しても
らいます。

　中小企業者に対する事業資金の融資に係る「利子補給事業」や、新商品の開発に意欲的
にチャレンジする事業者に対して、その費用を助成する「チャレンジ企業支援事業」、町
外における商品の販路拡大に向けた活動を支援する「販路開拓支援事業」など、事業者に
対して支援を行います。

地域おこし協力隊事業　640万円

商工振興事業　3,178万円

▶�まちの“ブランド化”に向けて
　多くの町民の皆さんに参加していただいたワークショップ「まちのブランド化検討会」等により、
ブランドイメージの共有に取り組んできました。他の地域との差別化を図り、本町独自のブラン
ドを育てることで、農商工などまちの産業振興に結び付けていきます。
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旧参道の再生イメージ

　各地区より要望のありました、消火
栓での初期消火に使用する消防ホース、
管槍、ハンドル等およびこれらを収納
するボックス等の整備（新規・更新）
に要する経費に対し補助するものです。
　補助額および補助率は、補助限度額
30万円（1地区年度枠）及び対象経費
の50％です。

集落消防施設整備補助事業

観光まちなみ魅力アップ事業　2億3,343万円

�61 ｰ 3921お問合せ先

�61 ｰ 7250お問合せ先

�64 ｰ 2211お問合せ先�63 ｰ 0119お問合せ先

（国および県補助対象
　国4/10、県3/10、

　町3/10）
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　平成28年度はえいへいじ男女共同
参画計画の最終年度になります。こ
れまでの10年間の男女共同参画の取
組みを検証し、町民の皆様の意向調
査を基に、新たな10年間の男女共同
参画計画を策定します。

　志比処理区を中央処理区に統合し、下水道維持管理を効率化
することで、持続可能な経営への変換を図るための管路布設工
事を行います。

　地産地消の推進、農産物等を出荷する生産者への支援、出
荷組合等の育成および食文化の持続的な発展に寄与するため、
直売所・道の駅へ出荷する町内の農林水産業者を支援します。

　多くの方が健康増進やス
ポーツを親しむ場として利
用している体育施設や、各
種講座など地域に密着し災
害時の避難施設にもなって
いる公民館施設を、気持ち
よく安全で安心して利用で
きる施設へと計画的にリ
ニューアルしていきます。

　2018年（平成30年）に本町で開催される第73回国民体育大
会および第18回全国障害者スポーツ大会の各競技会を円滑に運
営し、選手・監督をはじめ、大会関係者ならびに観戦者等をお
もてなしの心で迎え、大会の成功と後世に語り継がれる思い出
深い大会となるように、両大会の開催に向けて必要な準備や啓
発活動等を実施していきます。

　医療費が主となる国保会計は、国保税と補助金・交付金で賄われていますが、年々医療費
が増加傾向のため単年度収支が赤字となり、危機的な財政状況となっています。主に新生物
（がん）患者が多く発生しており、今後は、重症化を防ぐためにも、早期発見、早期治療が
重要です。特定健診、保健指導の勧奨に努め、また、ご本人の負担軽減にもつながるジェネ
リック医薬品の利用にも力を入れ、医療費の抑制につなげます。

　中央浄化センターは供用開始から29年が経過し、老朽
化が進んでいるため、中央浄化センターの長寿命化およ
び松岡公共下水道との統合について、けやき台処理区の
編入も視野に入れながら検討を行い、将来にわたって持
続可能な経営を行うための下水道施設統合整備に関する
基本方針を策定します。

　農業の多面的機能の維持・発揮のため
の草刈や水路の泥上げおよび植栽による
農村環境の良好な保全のため、地域活動
や営農活動を支援します。

男女共同参画事業　61万円

特定環境保全下水道志比処理区統合事業　3,564万円

地産地消支援事業　307万円

社会教育施設の整備　2,014万円

「福井しあわせ元気」国体・大会開催事業　1,037万円

国保事業　20億4,101万円

多面的機能支払交付金事業　7,104万円

▶ マイナンバーカードの発行業務を実施
しておりますので、必要な方はお問い合
せください。

▶ 古紙回収奨励金
（新聞紙・雑誌・ダンボール等の紙製ごみ）
収穫量1kgに対し4円の補助

▶ スズメバチ駆除補助金
　自宅等にスズメバチが巣を作ったとき
に、巣の駆除にかかった費用の2分の1（上
限1万円）を補助します。

▶ 伸びゆく永平寺町民運動推進事業
　永平寺町では、ふるさとづくりの柱として、伸び
ゆく永平寺町民運動を推進しています。地区で行う
事業について助成金を交付します。事業の内容や回
数により２種類の助成プランがあります。申請方法、
実施期間など詳細については、各区の社会教育推進
員または生涯学習課にお問い合せください。

▶ あなたもボランティアで国体に参加しませんか？
　各競技会の運営には、町民の皆さんの協力が欠かせません。
　今年の秋頃から大会運営ボランティアを募集する予定でいますので、みんなでボランティア
に参加し、大会を盛り上げましょう！

▶ 野良猫去勢手術助成事業
　雄1匹5,000円　雌1匹7,000円
　各々 5匹まで

▶ 生ごみ処理器等設置補助金
　電気式生ごみ処理器・購入価格の2/3（上
限4万円）コンポスト・ボカシ容器・購入
価格の1/2

住民生活課上下水道課

農林課

生涯学習課

国体推進課

お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る

迅
速
、
か
つ
丁
寧
な
対
応

健
全
な
公
営
企
業
経
営
、

効
率
的
な
維
持
管
理

に
向
け
て

我
が
ま
ち
の「
農
林
水
産
業
」

を
守
り
ま
す

安
全
に
安
心
し
て
使
え
る

生
涯
学
習
施
設
へ

み
ん
な
で

盛
り
上
げ
よ
う

福
井
国
体

農地法面の草刈り

永平寺町下水道施設統合事業計画基本方針策定業務　700万円

�61 ｰ 3945お問合せ先

�61 ｰ 3947
お問合せ先

�61 ｰ 0277お問合せ先

�61 ｰ 3400お問合せ先

�61 ｰ 3943お問合せ先

松岡公民館

松岡Ｂ＆Ｇ海洋センター

11 10予算特集号予算特集号



TEL.0776-61-3942　
FAX.0776-61-2434
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　歩行者等の安全確保
と快適性の向上を図る
ため、交付金を活用し
ながら歩道改良工事を
継続して実施します。

　各学校の創意
工夫により、「ふ
るさと永平寺」
のよさを発見す
る事業を行いま
す。「ふるさと永
平寺」に誇りと
愛着を持ち、将来の永平寺町を考える人を育て
ることを目的に、いろいろな体験活動を実施し
ます。

　空き家の分布状況および管理状態等を把
握するための現地調査を行い、空き家情報
バンクへの登録や特定空き家の認定等、空
き家問題の解決に向けた取り組みを行いま
す。

　中学校の音楽の時間にハープとふれあう授業
を実施し、ハープの町としての意識高揚を図っ
ていきます。

町道大月藤巻線歩道整備工事
　　　　　　　　　　　3,900万円

ふるさと永平寺
  発見体験活動事業 166万円

空き家ストックマネジメント事業　210万円

ハープを奏でる音楽事業　57万円

▶ 木造住宅耐震化等改修促進事業補助金
　補強プラン作成後の耐震改修工事費の
一部を補助します。

▶ 教育資金支援給付事業
　子育て支援を目的として、金融機関で教育資金の融資を受けた方を対象に教
育資金支援給付金事業を実施しています。給付条件を満たした方に対し、融資
金額の約１％を給付する事業です。
　詳細につきましては、学校教育課まで、お問い合せください。

▶ 原材料支給事業
　地区内の道路等の整備に使用する原
材料を支給します。

建設課

学校教育課
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歩道整備事業

空き家情報バンク登録物件

松岡古墳群（手繰ヶ城山古墳）

ハープ体験

�61 ｰ 3948お問合せ先

�61 ｰ 3400お問合せ先


